
　

11
月
８
日
、「
議
会
の
申
し
合
わ

せ
事
項
」
が
施
行
さ
れ
て
い
る
新
潟

県
湯
沢
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

議
会
と
執
行
部
と
の
役
割
、
議

員
の
あ
り
方
、
執
行
部
と
の
取
り
決

委員会視察リポート

新
潟
県

宮
城
県

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

駒
寄
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
及
び
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
促
進
対
策
特
別
委
員
会

町
民
に
理
解
さ
れ
る

議
会
を
目
指
し
て

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
の

大
型
化
を
め
ざ
し
て

　

こ
れ
か
ら
は
、
町
議
会
も
よ
り
一

層
町
民
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
委
員
長　

齋
木
輝
彦
）

　

11
月
14
日
、
15
日
、
宮
城
県
大
崎

市
三
本
木
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
と
気
仙
沼

市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

三
本
木
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
は
、
建
設

費
６
億
３
千
万
円
で
、
地
元
負
担
は

１
億
９
千
万
円
を
か
け
、
平
成
21
年

９
月
18
日
に
開
通
し
、
２
年
後
に
大

ま
し
た
。
死
者
は
１
０
４
１
人
、
行

方
不
明
者
は
２
３
７
人
と
の
こ
と
で

す
。早
期
の
復
興
を
望
む
も
の
で
す
。

　

こ
の
研
修
を
生
か
し
て
、
駒
寄
ス

マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
も
早
く
に
工
事
申
請
を

し
た
い
も
の
で
す
。

（
委
員
長　

南
雲
𠮷
雄
）

め
、
順
守
事
項
の
確

認
、
議
会
や
委
員
会

運
営
、
町
民
の
情
報

提
供
、
災
害
時
の
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
で

明
文
化
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

議
論
の
中
で
、
ど

こ
の
自
治
体
で
も
議

会
の
活
動
や
姿
が
見

え
な
い
と
の
声
も
あ

り
ま
す
が
、
い
か
に

町
民
の
声
を
集
約
し
、

ま
ち
と
議
会
に
つ
な

げ
て
反
映
さ
せ
て
い

く
の
か
が
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。

型
車
12
㍍
ま
で
の
車
両

が
利
用
さ
れ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
国
道
４
号

線
沿
い
に
大
手
企
業
が

進
出
し
て
お
り
、
開
通

に
よ
り
、
さ
ら
に
規
模

の
拡
張
を
図
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、

国
道
４
号
線
の
、
渋
滞

の
緩
和
に
も
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　

気
仙
沼
市
で
は
、
東

日
本
大
震
災
で
の
災
害

状
況
と
そ
の
後
の
対
策

に
つ
い
て
説
明
を
受
け

湯沢町

大崎市
遊佐町

庄内町

気仙沼市

富谷町

利府町
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山
形
県
・
宮
城
県

山
形
県
・
宮
城
県

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
策
定
に
向
け
て

健
全
な
財
政
運
営
の
取
り
組
み
を
目
指
し
て

編
集
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

　

11
月
25
日
、
26
日
の
２
日

間
、
山
形
県
遊
佐
町
と
宮
城

県
富
谷
町
に
て
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

遊
佐
町
で
は
平
成
12
年
よ

り
「
遊
佐
町
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

太
陽
光
発
電
設
置
を
皮
切
り

に
多
種
多
様
な
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
て
き
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
地
上
よ

り
風
車
の
羽
の
先
端
ま
で
約

１
０
０
㍍
に
及
ぶ
７
基
（
１

基
７
億
円
）
の
風
力
発
電
を

視
察
し
た
時
に
は
環
境
問
題

を
考
え
る
良
い
機
会
で
し
た
。

　

富
谷
町
で
は
「
開
発
指
導

要
綱
」
に
よ
り
町
づ
く
り
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
新
庁

舎
建
設
で
も
建
設
予
定
費
30

億
円
を
積
み
立
て
目
標
額
達

成
後
に
建
設
し
た
と
の
説
明

　

11
月
19
日
、
20
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
議
会
広
報
紙

編
集
技
術
向
上
の
た
め
の
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

庄
内
町
の
議
会
だ
よ
り

は
、
平
成
24
年
度
町
村
議
会

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
高
い
編

集
水
準
で
す
。編
集
方
針
は
、

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
言
葉
を

引
用
し
、「
難
し
い
こ
と
を

や
さ
し
く
、
や
さ
し
い
こ
と

を
深
く
、
深
い
こ
と
を
愉
快

に
、
愉
快
な
こ
と
を
真
面
目

に
書
く
」
を
信
条
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

利
府
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、

同
じ
く
平
成
24
年
度
町
村
議

会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
広
報
紙
で
す
。

　

編
集
方
針
は
、
審
議
の
結

果
だ
け
で
な
く
、
審
議
経
過

と
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
、

で
し
た
。
借
り
入
れ
は
極
力

避
け
、
歳
入
確
保
に
職
員
の

努
力
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

正
確
に
住
民
に
伝
え
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

両
町
議
会
と
も
、
い
か
に

わ
か
り
や
す
く
、
正
確
に
、

住
民
目
線
に
立
っ
て
、
住
民

こ
の
財
政
運
営
に
は
学
ぶ
も

の
が
、
多
く
あ
り
ま
し
た
。

（
委
員
長　

山
畑
祐
男
）

に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

（
委
員
長　

石
倉　

實
）

遊佐町視察研修資料より
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11
月
27
日
に
県
市
町
村
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
県

広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
吉
野　

政
明
氏
（（
社
）

　

埼
玉
県
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
が

講
師
と
し
て
招
か
れ
研
修
会

は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
議
会
広
報
の
編

集
の
目
安
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

要
点
と
し
て
は
、
審
議
や

議
会
活
動
が
適
切
に
企
画
さ

れ
、
透
明
度
の
高
い
記
事
で

あ
る
か
。
ぺ
ー
ジ
・
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
読
者
に
読
み
や
す
く

な
っ
て
い
る
か
。
議
会
の
焦

点
な
り
、
地
域
政
策
の
課
題

が
住
民
の
立
場
か
ら
伝
え
ら

れ
て
い
る
か
。
政
策
の
監
視

や
政
策
提
言
機
能
を
果
た
し

て
い
る
か
。
の
４
項
目
が
特

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
の「
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

議 

員 

研 

修 

報 

告

　

10
月
23
日
、
24
日
の
２
日

間
、
渋
川
市
伊
香
保
町
お
よ

び
吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
北
群
馬
郡
町
村
議

会
議
員
研
修
会
お
よ
び
群
馬

県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
群
馬
郡
研
修
会
で
は
、

議
会
基
本
条
例
や
道
州
制
に

つ
い
て
、２
人
の
講
師
か
ら
、

群
馬
県
町
村
議
会
広
報

群
馬
県
町
村
議
会
広
報

研
修
会
に
参
加
し
て

研
修
会
に
参
加
し
て

は
、
吉
岡
町
を
含
め
３
町
村

の
広
報
紙
を
講
評
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

わ
が
ま
ち
は
、
議
会
広
報

の
常
任
委
員
会
の
設
置
や
議

会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
、
住

民
参
加
型
の
コ
ー
ナ
ー
の
充

実
な
ど
に
つ
い
て
も
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
町

民
に
読
み
や
す
い
広
報
紙
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

（
委
員
長　

石
倉　

實
）

わ
か
り
や
す
く
か
つ

熱
心
な
講
義
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
議
長
会

研
修
会
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地

で
あ
る
岩
手
県
大
槌

町
の
平
野
総
務
部
長

の
講
演
を
聞
き
ま

し
た
。
被
災
自
治

体
の
職
員
と
し
て
の

声
、
さ
ま
ざ
ま
な
葛

藤
、
大
き
な
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

た
生
々
し
い
映
像
の

数
々
に
、
改
め
て
災

害
の
悲
惨
さ
と
恐
怖

演　　題 講　　師

北群馬郡議員研修会
『議会基本条例について』 群馬県町村議会議長会

業務課長　伊藤良和　氏

『道州制について』 全国町村議会議長会
企画調整部長　櫻田潤一郎　氏

群馬県町村議会議員研修会
『町村議会に期待する』 東京大学大学院　法学政治学研究科

教授　金井利之　氏
『あの東日本大震災から２年６か月
その経験と教訓を語り継ぐ』

岩手県大槌町
総務部長　平野公三　氏

を
感
じ
ま
し
た
。

　

異
な
る
分
野
の
研
修
内

容
で
あ
り
ま
し
た
が
、
大

変
有
意
義
な
２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（

議
長　

近
藤　

保
）

金井利之氏　東京大学大学院教授　金井利之氏　東京大学大学院教授　
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